
 

おめでとう 第７３回卒業式 

令和最初の卒業生２２名が本校を飛び立ちました。 

５月の体育大会、予定された日は未明から大雨が降りまし

た。私と米先生が２人で水を抜くための水路を掘っていたと

ころ、ある３年生が、「あれは私たちがしない

といけないことじゃないのか。」と友達につぶ

やいたそうです。昼休みになり、別の３年生

が学級で声を掛け、全員がグラウンドに出て

スポンジでの水抜き作業。最後の体育大会を成功させたいという強い思いを感じました。翌日は、

『田浦中ＰＲＩＤＥ ～超えろ！己の限界を～』のスローガン通りの体育大会ができました。令和

最初の総合優勝は青団。閉会式の赤団団長の悔し涙が呼び水になったようです。土砂降りの中の後

片付けも良い思い出です。生徒数は昨年の３年生の半分ですが、この時、頑張りの総和は上回るに

違いないという確信をもちました。 

６月の郡市中体連総体では、卓球男女、バドミントンそして、剣道、空手の４競技が県大会に出

場を決めました。大会は優賞チーム以外すべて敗者です。しかし、勝者だけに価値があるのではあ

りません。全会場を回られた中体連会長から、県大会に出場することのできなかった女子バレーボ

ール部の必死なプレーと試合終了後の爽やかな態度が全競技で一番だったと声を掛けていただき

ました。皆さんを誇らしく思いました。ゴールを守るたった一人の３年生のサッカー部員の姿も心

に残りました。 

９月の郡市陸上競技大会では、選手の頑張りはもちろん、支える側に回って頑張った人がいまし

た、応援パネルをつくり、声をからした人たちがいました。県大会でケガのためベストの跳躍がで

きなかった友達は悔し涙を流しました。支えてくれた保護者や仲間、指導にあたった先生たちとの

絆の涙でした。 

さらに、今年度は田浦中としては初めて、男女両チームが県駅伝競走大会に出場することができ

ました。これは郡陸上で連続優勝をしていた頃でさえもできなかった快挙でした。田浦中は葦北水

俣で２番目に小さい学校です。小さくとも個々の才能で勝負できる競技はあるでしょう。しかし、

学校同士が競い合う駅伝での成果は並大抵の努力では残せません。走ることが好きな者だけが集ま

った競技ではありません。自分の時間を犠牲にして、田浦中の「温故創新」を体現してくれた駅伝

チームの皆さんに心から感謝しています。 

３年前の皆さんと、卒業した後も走り続けている先輩方から新しい田浦中の歴史が始まりました。

後輩たちが伝統の襷を繋いでくれることを願っています。 

１１月の文化祭では、表現力豊かな劇はもちろん、合唱コンクールで演奏の前から涙を流す指揮

者の姿がありました。指揮者、伴奏者、合唱団。どの学級よりも練習をしました。結果発表の瞬間

※今年度の卒業式は新型コロナウイルス感染症対策のため、卒業生・保護者・職員・町教委のみで実施し

ました。臨席いただく予定でしたご来賓の皆様にはご理解とご協力をいただきありがとうございました。 
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の歓声。３年間の積み重ねであることを皆が知っています。よくぞここまでたどり着きました。 

特筆すべきは生徒会活動です。会長を中心とした執行部は「イイコト流星群」、「プロフィールブ

ック」、「カンボジアに学校を贈る運動」などの公約を確実にやり遂げ、その実行力には目を見張り

ました。間違いなく過去最高の執行部でした。現執行部は皆さんが目標です。執行部と、全生徒か

らなる生徒会の皆さんのこれまでの活躍に対し、改めて称賛の拍手を送ります。 

校長室の前を通るとき必ず立ち止まって、中にいる私に礼儀正しいあいさつをしてくれる２名の

男子がいました。早起きは苦手だけど、優しさは男子で一番だという生徒がいました。田中前校長

への誕生日メッセージや担任のサプライズ誕生会、心遣いもでき、良さを語っても語り尽くせない

のが卒業生の皆さんでした。 

さて、芦北町の学校では論語教育に取り組んでいます。田浦中の『学校だより』のタイトルは「知

行合一」ですが、これは論語のこのような話から採ったものです。 

弁が立つ弟子の子貢が、孔子に「君子とはどんな人ですか？」と尋ねたときに、「普段からあな

たが話していることを先に実行しなさい、その後から言葉が出てくるような人が君子です。（まず

することをして、言いたいことがあればその後で言いなさい。）」と答えたそうです。  

知って行わないのは、未だ知らないことと同じである。知識は行動と一致してこそ意味がある、

本当の知識は実践をともなわなければならない。なかなか困難なことです。卒業生の皆さんに一生

の課題として「知行合一」の言葉を贈ります。 

最後になりましたが、保護者の皆様方に心よりお慶びを申し上げます。職員一同、巣立ち行くお

子様の無限の可能性に期待し、これからもその成長を見守りたいと思います。行き違いもあったか

と思いますが、目指すゴールは学校も保護者も同じであることをご理解いただき、この３年間本校

教育に対するご協力を賜りましたことに厚く感謝申し上げます。 

卒業生の皆さん。いよいよお別れです。皆さんはこれから凧のように大空に高く、高く舞い上が

っていきます。日本にとどまらず、世界で活躍する人も出るかもしれません。しかし、太く、強い

凧糸は田浦に繋いでおいてください。田浦中はいつまでも皆さんの心の拠り所です。 

ところで式場の入り口の「卒業式」の立て看板を思い浮かべることはできるでしょうか。そこに

は赤い模様が描かれています。これは、昭和５３年度卒業生の竹林公一さんが後輩への思いを込め

て「未来へ続く道」を表し、デザインされたものです。皆さんの成長を見えるところ見えないとこ

ろでたくさんの方が支えていました。今日からは皆さんが後輩を見守る番です。 

最後の登校日 
２／２８（金）、新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休

校により３年生は今日が最後の登校日でした。文集の作成、証書授

与や式での動き、唱歌の練習で最終日を終え、小雨降る生徒玄関か

ら校門跡までの道を１・２年生と職員に見送られ学校を後にしま

した。突然の最終日に、両手は学習用具でいっぱいでした。 

大河内紙の卒業証書 
本町の卒業証書は、町の北部に位置する銅山（かなやま）地区伝統

の手漉き和紙『大河内紙』でつくられています。江戸時代から昭和 35

年頃まで盛んにつくられていたそうですが、一時途絶え、子どもの頃

に紙すきの技術を学んだ大河内紙保存会の皆さんが復活させました。

これは、故郷と皆さんのつながりを表すものでもあります。 



別れの言葉  卒業生総代 Ｋ.Ｍ.さん（生徒会前会長） 

 
桜のつぼみも、日に日に膨らみ始め、新たな春の訪れを感じる季節となりました。 
思い起こせば３年前の春、真新しい制服に身を包み、期待と不安を抱え、本校の門を通りまし

た。重い鞄を背負っての自力登校、毎日のきつい部活動、帰宅してからの学習。小学校との違い
に戸惑いながら必死に過ごす毎日でした。そんな中、何もかもが初めての私たちを先輩方は優し
く引っ張ってくださいました。思い返せばとても大きな存在でした。 
２年生。初めて「先輩」と呼ばれる立場に立ち、部活動や生徒会活動を通して、少しずつリー

ダーという自覚が芽生えていきました。自分の夢や将来の姿を考え、みんなの前で発表した立志
式。自分で決め、筆で書いた言葉を胸に刻み、大人への階段を一歩上ったような気がしました。 
そして、３年生。５月には、「令和」という新時代が始まりました。すべての行事が「中学校

生活最後」であると同時に「令和最初」と呼ばれるようになりました。５月に行われた体育大会。
５月の大型連休の影響で練習期間が短く、その焦りから後輩にきつく当たってしまう事もありま
した。そんな中迎えた当日は天候不良。体育大会は延期となりました。グラウンドには水たまり
ができ、体育大会ができるかどうかも分からない状況でした。そこで私たちは、先生方にしてい
ただいていたグラウンド整備をすることにしました。泥だらけになりましたが、体育大会を成功
させたいという思いが一層強くなりました。その思いが天に届き迎えた翌日が本番。一人ひとり
の全力が各団の力に、そして田浦中の力になることを実感しました。最高学年としての責任の大
きさ、全体をまとめ、引っ張ることの大変さを改めて学んだ体育大会でした。 
１１月に行われた文化祭。全員でつかんだ合唱コンクールの金賞。しかし、練習を始めたとき、

開始時刻に揃うのはたった数人で金賞への思いに差がありました。でも、パートリーダーがみん
なに声をかけ、少しずつ全員が金賞を取るという目標に向かっていきました。当日は歌っている
自分たちでも自然と涙があふれる合唱になりました。全員が役割を全うした劇。「こうしたい」
「こうした方がいい」それぞれの思いがぶつかり、中々一つにまとまりませんでした。でも、全
員で話し合い、アドバイスをし合いました。直前まで変更を重ね、セリフを確認し、迎えた本番。
私たちにとって忘れられない１時間はあっという間に過ぎていきました。 
この他にも、まだまだきりのないほどにたくさんの思い出があります。しかし、このような楽

しく充実した日々を送ることができたのも、今日卒業という日を迎えることができたのも、多く
の方の支えがあったからだと改めて思います。 
在校生の皆さん。今日、この時間を皆さんと共有したかった。そんな気持ちでいっぱいです。

私たちの話を真剣に聞いてくれる皆さんがいたから、すべての活動が充実したものになりまし
た。これから様々な困難が皆さんを待っていることでしょう。しかし、それを仲間と共に乗り越
えてよりよい田浦中を創っていってください。皆さんに田浦中学校の伝統という襷を渡します。 

 



 
高校卒業おめでとう   

３月１日は高校の卒業式でした。卒業生の皆さん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。  

いつも笑顔で見守っていてくださった地域の皆様。登下校や行事での優しい笑顔が私たちの支
えでした。 
私たち一人一人と向き合ってくださった先生方。先生方から学んだのは、授業のことだけでは

ありません。時には厳しく、時には優しく、そして熱意を持って指導してくださった先生方のお
言葉、一つ一つを胸に刻み、歩んでいきます。 
そして、一番近くで私たちを支えてくれた家族のみなさん。数えきれないほど迷惑をかけまし

た。でも、どんなときも優しい瞳で私たちを見守り、数えきれないほど愛情ある言葉をかけてく
れました。その言葉がどれほど支えになったことか。感謝してもしきれません。１５年間大切に
育ててくれて本当にありがとう。これから大きな壁にぶつかることもあると思います。そんな時
はそっと背中を押してくれれば幸いです。そして、大きな世界へ羽ばたいていく私たちを見守っ
ていてください。 
最後に、３年生の皆さん。中学校での３年間、たくさんのことがあったね。みんなで学び、教

え合った授業。汗と涙であふれたたくさんの行事。ささいなことでけんかして、くだらないこと
で笑い合った日々。辛い事も苦しい事も乗り越えることができたのは、こんなにも大切な宝物と
出会えたからです。 
出会いから９年。そばにいることが当たり前でした。別れの日が近づくたびに、みんなと一緒

にいたい。そんな思いが強くなっていきます。そんな中で、突然の休校。みんなと過ごせること
が当たり前ではないことを痛いほど実感しました。今日を境に別々の道へ歩んでいきますが、み
んなのことは決して忘れません。みんなに出会えてよかった。かけがえのない時間を２２人で過
ごせてよかった。本当にありがとう。 
名残は尽きませんが、いよいよ別れの時です。支えてくれたたくさんの人、そして田浦中学校

への感謝の気持ちを忘れず、夢と希望を胸に、輝く未来を創っていくことをお約束します。 
田浦中学校のますますの発展を祈り、別れの言葉といたします。 
   

 
【高校卒業おめでとう】020301 
中学校卒業から３年しかたっていませんが、現在も田浦中に残っている職員は私と国語の本田

先生、前樫先生、大岩先生の４名になりました。近隣の学校に異動された先生もいますので、卒
業と進路の報告で顔を見せてくれると喜ばれると思います。 
皆さんが中学３年生だった平成２８年度の学校の出来事をまとめました。HPの「学校生活（随

時更新）」→「学校生活（平成２８年度）」もあわせてご覧ください。（Ｈ） 
４月：１４日、平成２８年熊本地震発生、震度７、M6.5 校舎中央・武道場等にヒビ 

１５日、小中合同遠足を合同避難訓練に変更して実施 
１６日、本震発生 M7.3 １７日のＰＴＡ総会延期  
避難所生活や車中泊を余儀なくされた生徒もいました。 

５月：「勝利 私たちは負けない 私たちはあきらめない」のスローガンのもと体育大会大成
功、元気をもらったとの声が地域から届く。 

６月：郡市中体連大会で卓球男女・バドミントン（１０連覇）・剣道男女団体が優勝 
７月：太田海水浴場の「くまもとみんなの川と海づくりデー」ボランティアに３９名参加。 

（本当は県中体連大会に出場したかった。） 
８月：ポケモントレーナー大発生、赤松館付近を徘徊。集会で注意喚起を行う。 
９月：台風１２号の影響で、３年生共通テスト県下一斉延期決定。 

１０月：震災の影響により県中体連陸上大会中止。 
１１月：創立７０周年記念文化祭、芦北鉄砲隊による記念演武がグラウンドに響く 

   阿蘇神社例大祭と福祉祭りで３年生男子が「祝いめでた」を披露 
１２月：上野清輝さん（ヴァイオリン）、中川大さん（ピアノ）による演奏に感動 
 １月：合格祈願餅つき インフルエンザ大流行、給食大盛り状態 １年２組学級閉鎖 
２月：技術の授業で自転車整備の学習（と乗り方の練習）１日で乗れるようになった！  
３月：３年生担当者はＩ先生以外の４名異動。Ｙ先生とＴ先生、重大発表！ 

                         


